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変革と挑戦
による再成長

萌芽期 成長期 応用期 安定期

1957年の設立以来、カシオは「発明は必要の母」という開発哲学を受け継いでいます。
これは、世の中が求めるものを開発するのではなく、世の中が必要とするはずの製品を自ら生み出すという考え方です。
カシオは、お客様の潜在ニーズを捉え、時代とともに事業ポートフォリオを組み替えながら、社会に新たな価値を提案し続けています。

※1 主要製品：電子楽器、小型液晶テレビ、カードラジオ、システム機器　
※2 主要製品：電卓、電子文具、電子辞書、液晶テレビ他映像機器、デジタルカメラ、電子楽器　
※3 主要製品：携帯電話、ハンディターミナル　
※4 主要製品：電子レジスター（POS含む）、オフィス・コンピューター、ページプリンタ、データプロジェクター　
※5 主要製品：ファクトリーオートメーション、金型、玩具等　
※6 主要製品：ハンディターミナル、電子レジスター、経営支援システム、データプロジェクター等　
※7 主要製品：成形部品、金型等

20052005年度年度

コンシューマ事業※2

時計事業
MNS事業※3

情報機器事業※4

デバイス事業
その他事業※5

事業別構成比の推移

売上高の推移

1996「EX-word XD-500」1981電子辞書「TR-2000」電子辞書事業

2000 携帯電話「C303CA」携帯電話事業

2010水銀フリープロジェクター「XJ-A145」2003プロジェクター「XJ-350」プロジェクター事業

1990 液晶表示パネルの外販開始デバイス事業

上記❶～❼の製品は、国立科学博物館の重要科学技術史資料（未来技術遺産）に登録されています。

1980 電子楽器
「カシオトーン201」❸

楽器事業

1974 電子式デジタル腕時計
「カシオトロン」

1983 耐衝撃腕時計「G-SHOCK」❺ 1999 GPS内蔵アウトドアウオッチ
「PRT-1GPJ」❼ 

時計事業

1957 小型純電気式計算機「14-A」

1962 科学技術用計算機「AL-1」❶
1972 パーソナル電卓

「カシオミニ」❷
1985 グラフ関数電卓「fx-7000G」

1983 カード型電卓
「SL-800」❹

電卓（計算機）事業

1961事務作表計算機「TUC」

1984 ハンディターミナル「DT-6000」    
システム事業 1976 電子式金銭登録機「Σ-50ER」1985     ページプリンタ「LCS-2400」1989 事務用情報処理装置「ADPS R1」

コンシューマ
時計

EdTech（教育）
サウンド（楽器）

システム※6

その他※7

1957年設立電卓（計算機）事業

1995 液晶デジタルカメラ「QV-10」❻コンシューマ向けデジタルカメラ事業

1985年度
電卓事業
電子時計事業
電子計算機および
その他事業※1

2024年度2024年度2024年度
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カシオ計算機 統合報告書 2025

価値創造の歩み
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カシオ計算機 統合報告書 2025

財務・非財務資本 製品・サービス

Input Output

総資産
3,316億円
自己資本比率
66.0%

純資産 
2,189億円
手元流動資金
1,411億円

財務資本 ▶詳細はP.11へ

連結従業員数
8,801名
健康経営（健康経営銘柄、ホワイト500）

挑戦意欲とチーム力を
発揮できる組織風土

人的資本 ▶詳細はP.28へ

特許権
現有効件数
10,476件

商標権
192の国と地域で 
現有効件数 5,730件

知的資本 ▶詳細はP.31へ

国内外生産
関係会社
7社

強固なパートナー
シップが構築された
サプライチェーン

製造資本

年間エネルギー
使用量
419,693.4 GJ 水資源投入量

27.73 万m3

投入資源量
26,920.3 t

自然資本

インターブランド
Best Japan 
Brands 2024 
90位
G-SHOCK
のファン層
約500万人

世界中の販売
ネットワークを通じた
年間販売数
約8,000万台
G-SHOCK 
STORE店舗数
約2,300店

社会関係資本

 G-SHOCK
 BABY-G
 OCEANUS
 PRO TREK
 SHEEN
 EDIFICE
 CASIO WATCH

価値を腕に具現化

 ハードウェア
関数電卓・電子辞書
 ソフトウェア
教育アプリ
 サービス＆サポート
「GAKUHAN」

「学びの現場」
ソリューション

 楽器の提供
電子ピアノ
電子キーボード
 アプリ
音楽系アプリ

新しい音体験

 Moflin
 Waves Place
 Streamer Times

保有資産を
活用した戦略的な
新事業創出

Outcome/
Impact

人々の
心と暮らしが
豊かな社会
▶各事業の戦略は、
P.22-P.27へ

事業活動

Activity

経営理念 創造 貢献

バリューズ

時計事業

EdTech（教育）事業

新規事業

サウンド（楽器）事業

Imagination

Contribution

ChangeCollaboration

組織風土改革 Innovation

Creativity

驚きを身近にする力で、
ひとりひとりに

今日を超える歓びを。

パーパス

カシオは、さまざまな財務・非財務資本を駆使し、2024年に制定した「パーパス」「バリューズ」を指針に組織風土改革を実行。 
独自の強みを融合させてイノベーションを創出し、そこから4つの事業分野で生み出される製品・サービスを通じて暮らしと社会に歓びを提供し続けます。 

CASIOの価値創造モデル 

オンリーワンの
価値を追求する人材
個人の想いをもって
挑戦する文化

使いやすさと
洗練されたデザインの

調和

壊れにくく、長く使える
信頼性に優れた
製品設計・生産

ひとりひとりに寄り添う
企画・マーケティング

独創性あふれる発想と
それを実現する
技術力

▶詳細はP.32へ
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サステナビリティ推進マネジメント体制
　カシオは、持続可能な社会の実現を企業活動の重要な柱と位置付け、全社横断的なサステナビリティ推進
体制を構築しています。
　具体的には、社長および事業軸・機能軸の執行責任者によって構成されるサステナビリティ委員会を設置
し、経営課題に即したマテリアリティをはじめとするサステナビリティにかかわる重要事項を議論。経営会議と
連携しながら必要に応じて最終的に取締役会にて審議・報告する仕組みを整えています。これにより、経営レ
ベルでの意思決定と推進状況の監督が適切に行われる体制を確立しています。サステナビリティ委員会では
マテリアリティの目標・KPIの推進施策の実行状況を定期的にモニタリングし、推進上発生する課題への対応
状況と実績の確認を行っています。
　また、各部門やグループ会社では、円滑な目標・KPI推進のための施策強化や社内浸透、さらには開示基準
の標準化にも注力しています。適宜、部門推進担当者との会議体を設け、関係部門との連携を強めて取り組ん
でいます。

■ サステナビリティ推進マネジメント体制図

カシオのサステナビリティ経営
　カシオは設立当初より、経営理念である「創造 貢献」を大切にし、常に新たなニーズの創造に挑戦してきま
した。堅牢性・小型化・省電力などの技術を駆使し、使う人のことを第一に考えた製品を開発することで、広く
人々に受け入れられてきました。こうした事業活動は、単なる製品供給にとどまらず、新しい文化やライフスタ
イルの創出につながり、社会に革新的な価値を提供してきました。
　2024年には、経営理念に加え、私たちが進むべき方向性を示す指針としてパーパス・バリューズを策定し、
これを全社員が共有しています。このパーパスを起点とした意識変革と行動変革によって、社員ひとりひとり
が主体的に取り組むことで、新たな価値創造を加速させていきます。
　カシオのサステナビリティ経営は、この変革を通じたイノベーション創出による「持続可能な地球・社会づく
りへの貢献」と「企業の持続的な成長」という2つの軸を両立させることを目指しています。つまり、社会が抱え
る課題に対応しながら、それが企業の持続的成長へとつながる好循環の構造を築くことです。このために、カ
シオはマテリアリティを特定し、2024年度にはそれぞれに対する具体的な目標とKPIを設定しました。マテリ
アリティの推進により、企業体質の強化とリスク管理を徹底し、社会と企業双方に価値ある成果を生み出して
いきます。

持続可能な社会への
貢献

「グローバルでの
社会的課題解決」

カシオの持続的な成長
価値創造

「利益ある成長・
イノベーション創出」

パーパス
驚きを身近にする力で、

ひとりひとりに
今日を超える歓びを。

実現

人々の心と暮らしが豊かな社会

サステナビリティ経営

■ カシオが目指すサステナビリティ経営

いかなる時代の変化の中でも、強みを活かした
「創造」を通じて豊かで幸福な社会づくりへの
「貢献」を目指します
常務執行役員
ブランドコミュニケーション本部長

樫尾 隆司

報告 監督・承認

監督

執行

社長執行役員

・サステナビリティ委員会  ・経営会議  ・内部統制委員会

グループ会社

執行役員
事業軸・機能軸・コーポレート機能

取締役会



18

「経営資本」の増強事業を通じた価値創造 Data Section「経営基盤」の強化CASIOの価値創造メッセージ特集

カシオ計算機 統合報告書 2025

詳細はWebサイト「マテリアリティ」を参照ください
WEB  https://www.casio.co.jp/csr/concept/identification/

■ マテリアリティと2030年に向けたゴールイメージ

マテリアリティ ゴールイメージ

コーポレート・ガバナンスの強化

環境経営の強化

人権の尊重
人権に関する国際行動規範に基づき、

取り組みが徹底されている

DXの推進と情報セキュリティの強化 「ユーザー中心のバリューチェーン」の構築

事業活動全般を通じて環境負荷の低減に努め、
将来にわたって健全で持続可能な地球社会の実現を目指す

・インテグリティあふれる健全な企業風土の定着により
真に社会から信頼されている

・適切かつ効率的な事業運営により
企業価値の持続的向上を実現している

人的資本
従業員との信頼・共感関係づくり

知的資本
技術・ノウハウの「深化と革新」

製造資本
レジリエントな

グローバルサプライチェーンの構築

自ら考え行動する人材を育成し、すべての従業員が
やりがいを持ってパフォーマンスを発揮する風土の醸成

技術に裏付けられた、人に社会に役立つ
サービス・製品を提供することで、人々の豊かな生活と

持続可能な社会の発展に貢献し続ける

事業リスクおよび社会的責任に対応した、
持続可能なサプライチェーンの構築

マテリアリティ ゴールイメージ

社会の変化を捉えたビジネスモデルの変革
これにより新たな価値を創造し、
社会課題を解決し続ける

人々の価値観の変化･多様化を捉えた
「イノベーション」の創出

マテリアリティ ゴールイメージ

マテリアリティグループ 01　事業を通じた「価値創造」 

マテリアリティグループ 03　「経営基盤」の強化

マテリアリティグループ 02　「経営資本」の増強

マテリアリティの特定
　カシオは、2023年、外部環境が大きく変化する中、カシオの価値創造の伝統と本質に立ち返りイノベーショ
ンを創出していくことがあるべき姿であり、そのためにより経営戦略に即した内容に進化させ、実効的な取り
組みを推進する新たなマテリアリティを特定しました。
　このマテリアリティは、「事業を通じた『価値創造』」「『経営資本』の増強」「『経営基盤』の強化」の3つのグ
ループからなります。「事業を通じた『価値創造』」では、「2030年に向けた基本方針」の柱となる考え方に沿っ
て、消費者のニーズを踏まえ、またその先を提示するような新たなイノベーションの創出を目指します。そして
「事業を通じた『価値創造』」の達成を支えるのが「『経営資本』の増強」「『経営基盤』の強化」の2つのグループ
です。「人的資本」「知的資本」「製造資本」を特に重視する経営資本として捉えるとともに、4つのテーマを「『経
営基盤』の強化」に向けた課題に選定しました。

■ マテリアリティ特定プロセス

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

STEP5 STEP6 STEP7

マテリアリティの特定取締役会による承認妥当性の検証
（外部有識者との対話）

妥当性の検証
（経営レベルでの議論）

重要課題の
仮説の設定

重要度判定外部環境変化の分析
（PEST分析）

具体的な目標とKPIの設定
　特定したマテリアリティについては、社内浸透と活動促進を図るため、2024年度に目標・KPIを設定しました。
　目標・KPI設定にあたっては、各主管部門責任者、社長、経営企画部、IR部門と協議を重ね、経営会議とその
後のフォローアップにより承認を得ています。
　目標・KPIの進捗状況は、年度ごとにサステナビリティ委員会で確認され、実績を公表していきます。

サステナビリティ経営
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自己資本 自己資本比率

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

0

25.0

50.0

75.0

100.0
（百万円） （%）

　

2020 2021 2022 2023 2024 （年度） 2020 2021 2022 2023 2024 （年度）

■ 自己資本／自己資本比率 ■ 1株当たり配当額／自己株式取得／総還元性向 ■ 設備投資額 ■ フリー・キャッシュ・フロー

211,895 218,897 221,600
231,153

218,876

63.8 64.9 66.1 66.1 66.0

0

30,000

60,000

90,000

0

100,000

200,000

300,000

5.0

10.0

15.0

※2021年度の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3
月31日）等を適用しており、2021年度以降の数値は当該会計基準等を適用しています。

■ 売上高／営業利益／営業利益率
売上高 営業利益 営業利益率

20242023202220212020

（百万円） （百万円）

（年度）

（%）

0

227,440
252,322

263,831 268,828 261,757

15,372
22,011

18,164
14,208 14,236

6.8

8.7

6.9

5.3 5.4

（年度）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益／ROE

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

5.0

10.0

15.0

20.0

20242023202220212020

親会社株主に帰属する当期純利益 ROE
（百万円） （%）

（年度）

■ 1株当たり当期純利益（EPS） ■ 現金及び現金同等物／有利子負債

20242023202220212020

（円）

0

20

40

60

80

0

40,000

80,000

120,000

160,000

（年度）20242023202220212020

現金及び現金同等物 有利子負債
（百万円）

12,014

15,889

13,079
11,909

8,064

49.52

65.53

54.65
50.91

35.22

137,053 133,904 130,232

144,641

53,287 49,735 49,739 49,7675.8
7.4

5.9 5.3
3.6

0

10

20

30

40

50

0

16,000

12,000

8,000

4,000

0

50.0

100.0

150.0

200.0

1株当たり配当額 自己株式取得 総還元性向
（円） （%）（百万円）

45 45 45 45 45

0

2,449 2,237

9,117

4,518

90.9 83.9 99.4

164.1

183.3

0

2,000

4,000

6,000

0

7,000

14,000

21,000

28,000

35,000

2020 2021 2022 2023 2024 （年度） 2020 2021 2022 2023 2024 （年度）

（百万円） （百万円）

3,495

4,878
4,567 4,666

4,338

21,471

10,323
8,193

30,298

20,818

140,370

42,349

財務ハイライト

財務・非財務ハイライト
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非財務ハイライト

社内
6名 社内

4名

社内
6名

社外
4名

うち女性1名 うち女性1名

うち女性2名

社外
5名

社外
4名

（年度）

2,586 2,577 2,525 2,480

2,200

16

20
22

26 27

25,948.4
27,189.5

24,576.7

22,796.6

20,947.1

25,639.5

23,803.5

20,120.6

17,601.0

12,715.0

4.3
5.1 5.4

6.3
6.8

18.2 19.6 20.9 22.2 24.1

～～ ～～

3,000

2,000

1,000

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

※対象：カシオ計算機

■ 従業員数／女性従業員比率
従業員数 女性従業員比率

20242023202220212020

（人） （%）

0 0

（年度）

■ 取締役の構成
社内取締役 社外取締役

202520242023（年度）

～～

600,000

500,000
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■ エネルギー使用量（熱量換算）
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※対象：カシオ計算機

■ 女性管理職数および女性管理職比率
女性管理職数 女性管理職比率

20242023202220212020

（人） （%）

0 0
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※対象：カシオ計算機

※社外取締役は全員独立社外取締役

■ 正社員の男女の賃金の差異
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■ グリーンスター製品売上比率
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※対象：カシオ計算機

■ 育児休業取得者／育児休業取得率
育児休業取得率（男性）
育児休業取得率（女性）

20242023202220212020

（人） （%）

0 0

育児休業取得者（男性）
育児休業取得者（女性）

ロケーション基準に基づく排出総量（t-CO2）
マーケット基準に基づく排出総量（t-CO2）

30,000

20,000

※温室効果ガス排出量 スコープ1・2

■ 温室効果ガス排出量※

（t-CO2）

（年度）
0

財務・非財務ハイライト


